
今回は、InertSustain C30を使用して、高極性化合物と高疎水性化合物について、カラム負荷量の確認を行いま

した。高極性化合物としてオリゴ糖、高疎水性化合物としてフラーレンを用い、前者はHILICカラムと、後者は高炭

素量ODSと比較を行いました。 この結果、InertSustain C30ではいずれの化合物でも分離を維持したまま負荷量

を増やすことができましたので、ご報告します。

(K. Suzuki)
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HILICカラムの場合
（InertSustain Amide）
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糖のような高極性化合物でもInertSustain C30では水100%の移動相を使用することで、一部の糖でアノマーと
思われる立体異性体によるピーク割れの現象が見られるものの、2糖以上のオリゴ糖が保持、分離し、良好な
ピーク形状のまま負荷量を増やすことができました。
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HPLC条件
カラム : InertSustain Amide 5 μm 4.6 x 250 mm

(GL Sciences Inc.)
Cat. No.: 5020-88632
移動相 : H2O/CH3CN = 35/65, v/v
流量 : 1.0 mL/min
温度 : 30 ℃
検出器 : RI (40 ℃)
注入量 : 5 μL , 50 μL

サンプル
1. グルコース (単糖)
2. マルトース (2単糖)
3. マルトトリオース (3単糖)
4. マルトテトラオース (4単糖)
5. マルトペンタオース (5単糖)
6. マルトヘキサオース (6単糖)
7. マルトヘプタオース (7単糖)

各1000 mg/L in H2O
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3. マルトトリオース (3単糖)
4. マルトテトラオース (4単糖)
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各1000 mg/L in H2O

HPLC条件
カラム : InertSustain C30 5 μm 4.6 x 250 mm

(GL Sciences Inc.)
Cat. No.: 5020-17145
移動相 : H2O
流量 : 0.5 mL/min
温度 : 60 ℃
検出器 : RI (40 ℃)
注入量 : 5 μL , 50 μL
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すべりにより
ピーク形状が悪化

ピーク形状良好

極性化合物の負荷量アップの例
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負荷量：5 ng
（10 mg/L、5 μL）

負荷量：40 μg
（1000 mg/L、40 μL）

InertSustain C30の場合

高炭素量ODSカラムの場合
（Inertsil ODS-HL） 負荷量：5 ng

（10 mg/L、5 μL）
負荷量40 μg
（1000 mg/L、40 μL）

HPLC条件
カラム : 5 μm 4.6 x 150 mm
移動相 : A) トルエン

B) アセトニトリル
A/B = 60/40, v/v

流量 : 1.0 mL/min
温度 : 40 ℃
検出器 : DAD (350 nm, 200-900 nm)
注入量 : 5 μL, 40 μL

1. Fullerene C60 2. Fullerene C70

試料はトルエンで溶解しました。
濃度はクロマト上に記載しました。
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フラーレンのような疎水性化合物では、選択性が高いInertSustain C30を利用することで、高炭素量ODSよりも
高分離が得られることから、負荷量を上げても、その分離が維持されることがわかります。

疎水性化合物の負荷量アップの例

使用したHPLCカラム
カラム : InertSustain C30 (5 μm, 150 × 4.6 mm I.D.)
Cat. No. : 5020-17144
カラム : Inertsil ODS-HL (5 μm, 150 × 4.6 mm I.D.)
Cat. No. : 5020-87131

不分離

完全分離

構造式


